


　動脈硬化症の一次予防は小児期にあることが明らかにされている。現在の予

防的手段は危険因子の除去ないしは軽減が唯一の方法である。なかでも高脂血

症は最大の危険因子の一つと考えられているが,小児期には臨床的に発見する

ことは困難である。したがって小児期に高脂血症のスクリーニングを行い,早

期発見,早期対応を行うことの重大性ほ明らかなことである。また集団スクリ

ーニングを行うことによって,日本人小児の血液脂質値の実態と,それに影響を

及ばす諸因子が明らかにされることは具体的な対策を立てるうえで必須の要件

と考えられるので本研究の意義は大きい。


